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本研究では、2 種の匂い刺激を受けたときの生体

反応を、心拍数および LF/HF の変化から検討した。

与えた刺激は、良い睡眠が得られるアロマのラベン

ダーとかゆみ止めや筋肉痛に使われるキンカン（主

成分は刺激性のあるアンモニア水）であり、安静状

態と比較した。 
刺激の種類によって心拍数にどのような影響が出

るかについて検討した。その結果、心拍数の変化は

ラベンダー刺激で減少（被験者 B を除く）、キンカ

ン刺激で増加（全被験者）を示した。また、ラベン

ダー刺激の影響は長く続いたが、キンカン刺激の影

響はすぐに小さくなった。 
また、LF/HF 値では、ラベンダー刺激で減少し、

リラックス効果があることが示された。キンカン刺

激では、被験者 B で顕著な増加を示したが、他の被

験者では変化は小さかった。 
ウェーブレット解析により、時系列的な変化の様

子を調べることができた。人間の感情は常に揺らい

でおり、リラックス状態になったり、逆に緊張状態

になったりする様子が係数の強度変化から観測する

ことができた。これは、R-R 間隔のグラフにも表れ

ている。 
刺激性があると思われるキンカン刺激がストレス

に結びついていないことが分かった。また、刺激の

影響が長続きしていないことが分かった。被験者に

問診したところ、キンカンの匂いは、そんなに嫌い

ではないということであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の結果は被験者数が 3 人と少ないため、定量

的に結論付けることは難しいが、定性的な傾向はあ

る程度見出すことができたものと思われる。今後は

被験者数を増加していく必要がある。 
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Abstract : Germanium is looked at to be non-essential element, however still little is known about its significance for 

living organisms. The germanium element is not regulated and discussed in drinking-water standards and reports. 

Nonetheless, germanium seems to be a very promising microelement that could be used in prophylactics and therapy of 

such diseases as cancer, AIDS, autoimmune diseases, arthritis or senile osteoporosis. In East Asian countries 

germanium is appreciated and its significant role in health care is assigned. In Europe, medical interest in germanium, 

including use of germanium-rich mineral/curative water, is negligible. Germanium is a trace element in the Earth’s crust, 

with mean mass fraction concentration of 1.4 ppm. In natural waters this element occurs usually in concentrations of 

three–five orders of magnitude less than in the crust rocks. Highest germanium concentrations in groundwater are found 

in some of thermal and/or mineral waters, and reach up to 300 ppb, but even in these waters germanium rarely exceeds 

50 ppb. 
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